
 

2013 年度日本気象学会関西支部年会プログラム 

    日時：2013 年 6 月29 日（土）14：00～15：55 

    場所：エル・おおさか（５階 視聴覚室） 

 

                                                                       

 

＜前半＞14：00～15：00（発表時間20 分） 

     座長：向川 均（京都大学） 

 

1.  紀淡海峡の南よりの局地風について 

＊笠井 将伸・西村 修司(神戸海洋気象台）・萩尾 公一(岡山地方気象台） 

 

2.  京都府立大学で観測された 2012 年7 月15 日の大雨 

＊井口 敬雄（京都大学防災研究所） 

 

3.  2012 年8 月14 日に宇治大雨をもたらした対流システムの形態と構造 

＊石原 正仁（京都大学学際融合教育研究推進センター） 

 

＜休憩＞15：00～15：15 

 

＜後半＞15：15～15：55（発表時間20 分） 

     座長：杉本 悟史（大阪管区気象台） 

 

4.  インド洋における大気季節内変動に応答する海洋ケルビン波の季節的特性と影響 

＊山田 賢（富山大学、現・京都大学大学院理学研究科） 

松浦 知徳(富山大学大学院理工学研究部)・升本 順夫(海洋研究開発機構) 

 

5.  非静力学モデルを用いた集中豪雨時の GPS 可降水量変動特性に関する研究 

＊大井川 正憲・津田 敏隆・Eugenio Realini・岩城 悠也（京都大学生存圏研究所） 

佐藤 一敏(京都大学学際融合教育研究推進センター) ・瀬古 弘・小司 禎教・川畑 拓矢(気象研究所)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊は発表者） 

 

                                                                       

 


